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\ 品目及び判断の基準等

ベッドフレーム 【判断の基準】
〇金属を除く主要材料が、プラスチックの場合は{、木質の場合は|、紙
の場合は}の要件を満たすこと。また、主要材料以外の材料に木質が含
まれる場合は|ア、紙が含まれる場合は}イの要件をそれぞれ満たすこ
と。
{再生プラスチックがプラスチック重量の10％以上使用されているこ
と。

|次の要件を満たすこと。
ア．間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の再生資源であるこ
と、又は、原料の原木は、伐採に当たって、原木の生産された国又
は地域における森林に関する法令に照らして手続が適切になされた
ものであること。
イ．材料からのホルムアルデヒドの放散速度が、0•02„／flh以下又
はこれと同等のものであること。

}次の要件を満たすこと。
ア．紙の原料は古紙パルプ配合率50％以上であること。
イ．紙の原料にバージンパルプが使用される場合にあっては、その原
料の原木は、伐採に当たって、原木の生産された国又は地域におけ
る森林に関する法令に照らして手続が適切になされたものであるこ
と。ただし、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製
材工場から発生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製
造されたバージンパルプには適用しない。

【配慮事項】
{修理及び部品交換が容易である等長期間の使用が可能な設計がなされて
いる、又は、分解が容易である等部品の再使用若しくは材料の再生利用
が容易になるような設計がなされていること。

|製品の包装は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時
の負荷低減に配慮されていること、又は、包装材の回収及び再使用若し
くは再生利用システムがあること。

}材料に木質が含まれる場合にあっては、原料として使用される原木（間
伐材、合板・製材工場から発生する端材等の再生資源である木材は除
く。）は持続可能な森林経営が営まれている森林から産出されたものであ
ること。

~材料に紙が含まれる場合でバージンパルプが使用される場合にあって
は、その原料の原木は持続可能な森林経営が営まれている森林から産出
されたものであること。

イ．上記ア．以外の木質材料については、ＪＩＳ Ａ1460の規定する方法等により測定し
た数値が次の数値以下であるもの。

平均値 最大値

0•5„／Ｌ 0•7„／Ｌ

マットレス 【判断の基準】
{詰物に使用される繊維（天然繊維及び化学繊維）のうち、ポリエステル
繊維を使用した製品については、再生ＰＥＴ樹脂から得られるポリエス
テル繊維が、繊維部品全体重量比で25％以上使用されていること。

|フェルトに使用される繊維は全て未利用繊維又は反毛繊維であること。
}材料からの遊離ホルムアルデヒドの放出量は75ppm以下であること。

~ウレタンフォームの発泡剤にオゾン層を破壊する物質が使用されていな
いこと、及びハイドロフルオロカーボン（いわゆる代替フロン）が使用
されていないこと。
【配慮事項】
{修理が容易である等長期間の使用が可能な設計がなされている、又は、
分解が容易である等材料の再生利用が容易になるような設計がなされて
いること。

|製品の梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時
の負荷低減に配慮されていること。
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] 目標の立て方
{毛布にあっては、当該年度におけるポリエステル繊維を使用した毛布の調達（リース・レンタ
ル契約を含む。）総量（枚数）に占める基準を満たす物品の数量（枚数）の割合とする。

|ふとんにあっては、当該年度におけるポリエステル繊維を使用したふとん又は再使用した詰物
を使用したふとんの調達（リース・レンタル契約を含む。）総量（枚数）に占める基準を満たす
物品の数量（枚数）の割合とする。

備考）１ 医療用、介護用及び高度医療に用いるもの等特殊な用途のものについては、本項の判断
の基準の対象とする「ベッドフレーム」に含まれないものとする。
２ 高度医療に用いるもの（手術台、ＩＣＵベッド等）については、本項の判断の基準の対
象とする「マットレス」に含まれないものとする。
３ 「再生プラスチック」とは、使用された後に廃棄されたプラスチック製品の全部若しく
は一部又は製品の製造工程の廃棄ルートから発生するプラスチック端材若しくは不良品を
再生利用したものをいう（ただし、原料として同一工程内で再生利用されるものは除く。）。
４ 「再生ＰＥＴ樹脂」とは、ＰＥＴボトル又は繊維製品等を原材料として再生利用される
ものをいう。
５ 「繊維部品全体重量」とは、製品全体重量からボタン、ファスナ、ホック、縫糸等の付
属品の重量を除いたものをいう。
なお、再生プラスチックを使用した付属品の重量は、「繊維部品全体重量」及び「再生Ｐ
ＥＴ樹脂から得られるポリエステル繊維の重量」に含めてよい。
６ 放散速度が0•02„／flh以下と同等のものとは、次によるものとする。
ア．対応した日本工業規格又は日本農林規格があり、当該規格にホルムアルデヒドの放散
量の基準が規定されている木質材料については、Ｆ☆☆☆の基準を満たしたもの。

７ 「フェルト」とは、綿状にした繊維材料をニードルパンチ加工によりシート状に成形し
たものをいう（ただし、熱可塑性素材又は接着剤による結合方法を併用したものを除く。）。
８ 「未利用繊維」とは、紡績時に発生する短繊維（リンター等）を再生した繊維をいう。
９ 「反毛繊維」とは、衣類等の製造時に発生する裁断屑、廃品となった製品等を綿状に分
解し再生した繊維をいう。

10 ベッドフレームに係る判断の基準は、金属以外の主要材料としてプラスチック、木質又
は紙を使用している場合について定めたものであり、金属が主要材料であって、プラスチッ
ク、木質又は紙を使用していないものは、本項の判断の基準の対象とする品目に含まれな
いものとする。

11 ベッドフレーム及びマットレスを一体としてベッドを調達する場合については、それぞ
れの部分が上記の基準を満たすこと。

12 木質又は紙の原料となる原木についての合法性及び持続可能な森林経営が営まれている
森林からの産出に係る確認を行う場合には、林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持
続可能性の証明のためのガイドライン（平成18年２月15日）」に準拠して行うものとする。
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